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市議会だより 三
月
定
例
市
議
会
始
ま
る

庁
舎
建
築
な
ど
5
2議
案
を
審
議

今
年
度
最
後
の
市

議
会
、
三
月
定
例
市

議
会
は
さ
る
三
月
一

六
日
か
ら
二
八
日
ま

で
一
三
日
間
の
会
期

で
開
か
れ
ま
す
。

今
回
の
定
例
市
議

会
は
新
年
度
予
算
や

火
災
予
防
条
例
、
市
税
条
例
の
一

部
改
正
な
ど
の
条
例
改
正
を
含
め

全
部
で
五
二
の
議
案
を
審
議
し
ま

す
。市

長
よ
り
提
出
さ
れ
た
議
案
の

う
ち
、
お
も
な
も
の
は

・
長
門
市
上
水
道
事
業
、
簡
易
水

道
事
業
、
温
泉
事
業
に
地
方
公

営
企
業
法
の
一
部
を
適
用
す
る

条
例（

説
明
）

本
市
の
上
水
道
事
業
、
簡
易
水

道
事
業
、
温
泉
事
業
の
経
理
に

つ
い
て
は
、
企
業
り
性
質
上
こ

の
会
計
内
の
経
営
状
況
を
詳
細

に
す
る
必
要
が
あ
り
、
会
計
運

営
を
合
理
的
に
す
ら
た
め
公
営

企
業
法
の
一
部
で
あ
る
財
務
規

定
を
適
用
し
て
従
来
の
官
公
庁

会
計
方
式
を
公
営
企
業
会
計
方

式
に
改
め
よ
う
と
す
る
も
の
。

・
長
門
市
火
災
予
防
条
例

（
説
明
）

火
災
予
防
上
必
要
な
措
置
に
つ

い
て
消
防
法
に
定
め
ら
れ
て
い

な
い
も
の
に
つ
い
て
本
市
の
実

情
に
即
し
定
め
て
お
り
ま
す

そ
の
主
な
も
の
は

イ
公
衆
の
出
入
す
る
場
所
等
の

指
定

口
、
火
を
使
用
す
る
設
備
の
位

置
、
構
造
及
び
管
理
基
準

ハ
、
指
定
数
量
以
下
の
危
険
物

等
の
貯
蔵
、
取
扱
の
技
術
上

の
基
準

二
、
火
災
に
関
す
る
警
報
発
令

中
に
お
け
る
火
の
使
用
制
限

・
長
門
市
消
防
賞
じ
ゆ
つ
金
条
例

（
説
明
）

こ
れ
は
長
門
市
に
勤
務
す
る

消
防
吏
員
や
消
防
団
員
が
消
防

ま
た
は
水
防
業
務
に
従
事
し
、

自
分
の
危
険
を
か
え
り
み
ず
、

そ
の
職
務
を
遂
行
し
、
そ
の
た

め
に
死
亡
ま
た
は
、
不
具
廃
疾

と
な
っ
た
場
合
に
、
最
高
百
万

円
最
低
二
〇
方
円
の
範
囲
内
で

賞
じ
ゆ
つ
金
を
支
払
う
も
の

・
長
門
市
農
業
労
働
力
調
整
協
議

会
設
置
条
例

（
説
明
）

こ
れ
は
最
近
農
業
の
近
代
化

が
強
く
要
求
さ
れ
て
い
る
が
、

こ
の
た
め
に
は
農
業
構
造
の
改

善
が
重
要
な
問
題
で
、
な
か
で

も
、
農
村
の
過
剰
就
業
、
労
働

力
の
劣
弱
化
な
ど
の
現
状
か
ら

就
業
構
造
の
改
善
を
は
か
る
こ

と
が
根
本
原
因
で
あ
り
ま
す
、

そ
の
た
め
に
は
、
農
村
に
お

け
る
基
幹
労
働
力
の
確
保
を
は

か
り
つ
つ
、
他
産
業
に
就
業
を

希
望
す
る
農
業
従
事
者
や
家
族

に
適
当
な
就
職
の
便
を
は
か
る

た
め
に
設
け
ら
れ
た
も
の
。

・
長
門
市
税
条
例
の
一
部
改
正

（
説
明
）

三
六
年
の
地
方
税
法
の
改
正
に

よ
り
、
改
正
す
る
も
の
で

市
民
税
は
、
昨
年
ま
で
は
個
人

の
合
算
所
得
に
よ
っ
て
課
税
し
て

い
た
も
の
を
、
改
正
に
よ
り
、
総

所
得
、
退
職
所
得
、
山
林
所
得
の

区
分
に
よ
っ
て
分
離
課
税
と
す
る

と
と
も
に
、
税
額
控
除
の
う
ち
、

青
色
申
告
者
、
事
業
専
従
者
、
障

害
者
、
老
年
者
、
か
婦
、
勤
労
学

生
の
控
除
を
含
め
ら
れ
た
こ
と
な

ど
が
、
主
も
な
も
の
で
、
税
率
の

改
正
は
、
三
七
年
度
は
一
応
見
合

わ
せ
、
次
年
度
以
降
に
お
い
て
考

慮
し
よ
う
と
す
る
も
の
。

・
交
通
船
事
業
条
例
の
一
部
改
正

（
説
明
）

物
価
の
上
昇
に
よ
り
、
独
立
採

算
を
原
則
と
し
て
い
る
特
別
会

計
で
収
支
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
る

た
め
に
、
通
渡
船
と
仙
崎
渡
船

（
一
部
）
の
料
金
を
変
更
す
る

も
の
で
あ
り
ま
す
。

・
長
門
市
水
道
事
業
給
水
条
例
の

一
部
改
正
（
説
明
）

こ
れ
も
交
通
船
事
業
条
例
と

同
じ
く
、
深
川
仙
崎
地
区
上
水

道
の
使
川
料
金
か
改
め
ら
れ
る

も
の
で
あ
り
ま
す
。

新
年
度
予
算
額
は
三
億
六
五
一

三
八
千
円
で
三
六
年
度
よ
り
二

、
九
七
一
方
円
の
増
と
な
っ
て

い
ま
す
。

こ
れ
の
増
は
歳
入
で
は
市
税

の
延
び
や
地
方
交
付
税
、
財
産

売
却
代
金
が
お
も
で
、
一
方
歳

出
で
は
市
庁
舍
建
築
工
事
、
選

挙
費
関
係
、
深
川
中
大
畑
分
校

改
築
、
通
中
学
校
増
築
、
生
活

保
護
費
、
市
営
住
宅
建
築
工
事

（
簡
耐
一
六
戸
、
木
造
四
戸
）

国
体
相
撲
会
場
工
事
費
そ
の
他

と
な
っ
て
い
ま
す
。

国保だより

被
保
険
者
証
の
検
認
を

受

け

ま

し

よ

う

受
け
な
い
と
使
え
ま
せ
ん

（
一
、
検
認
日
程
）

月
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落
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市
役
所

市
民
課

〃
西
深
川

保
育
園

ト
ン
ネ
ル
上

三
叉
路
（
市
広
報
車
内
）

板
持
公
会
堂

河
原
公
会
堂

木
津
集
会
所

俵
山
支
所

湯
町
区
事
務
所

七
重
集
会
所

下
安
田
集
会
所

上
政
集
会
所

通
支
所

渋
木
農
協

湯
本
温
泉
事
務
所

仙
崎
支
所

田
屋
、
湊
、
中
山
、
藤

中
、
縁
ヶ
丘

江
良
、
正
明
市
、
上
郷
、
下
郷

下
川
西
、
上
ノ
原
、
後
ヶ

迫
、
開
作
、
上
川
西

境
川

板
持
全
区

殿
台
、大
河
内
、小
河
内
、河
原

木
津
、
小
原

大
羽
山
、
黒
川
、
郷

湯
町

七
重

上
安
田
、
下
安
田

上
政

一
区
ー
八
区

九
区
―
十
六
区

渋
木
、
真
木
地
区
全
部

湯
本
、
門
前
、
三
ノ
瀬

仙
崎
全
区

国
保
の
被
保
険
者
証
は
毎
年
一

回
検
認
ま
た
は
、
更
新
を
し
な
け

れ
ば
使
用
で
き
な
い
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
が
、
市
民
課
で
は
次
の

日
程
で
検
認
を
行
な
い
ま
す
。

（
二
、
注
意
事
項
）

イ
、
指
定
の
日
時
、
場
所
に
被
保

険
者
証
を
必
ず
持
参
の
こ
と
。

医
師
の
手
許
か
子
供
の
就
学
先

に
あ
る
場
合
は
当
日
間
に
あ
う

よ
う
取
り
寄
せ
て
お
く
こ
と

口
、
事
務
処
理
上
な
る
べ
く
部
落

班
又
は
納
付
組
合
単
位
に
代
表

者
を
え
ら
ん
で
と
り
ま
と
め
て

持
参
し
て
下
さ
い
。

ハ
、
検
認
し
な
い
被
保
険
者
証
は

今
年
四
月
一
日
以
降
は
無
効
と

な
り
ま
す
。

二
、
被
保
険
者
証
を
紛
失
等
に
よ

っ
て
提
出
で
き
な
い
と
き
は
、

再
交
付
書
類
作
成
の
た
め
必
ず

本
人
か
印
鑑
（
世
帯
主
の
も
の

）
を
持
参
し
て
下
さ
い
。

ホ
、
家
族
人
口
の
異
動
が
未
届
の

場
合
も
書
類
作
成
の
た
め
世
帯

主
の
印
鑑
が
必
要
で
す
。
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市
庁
舎
建
築
き
ま
る

鉄
筋
四
階（
一
部
七
階
）

３
月
2
1日
に
起
工
式

か
ね
て
か
ら
旧
市
役
所
あ
七
に

建
築
を
予
定
さ
れ
て
い
た
長
門
市

役
所
庁
舎
は
設
計
（
笹
戸
一
級
建

築
士
）
も
お
わ
り
、
さ
る
三
月
十

日
に
庁
舎
の
主
体
工
事
（
暖
房
、

エ
レ
ベ
ー
タ
、
電
気
、
配
水
の
各

工
事
は
別
）
の
入
札
が
行
な
わ
れ

ま
し
た
。

当
日
入
札
に
指
名
さ
れ
た
業
者

八
社
が
参
加
し
た
が
、
入
札
の
結

果
、
株
式
会
社
戸
田
組
広
島
支
店

が
落
札
し
ま
し
た
。

落
札
価
格
八
七
九
〇
万
円

こ
の
市
庁
舎
は
鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
四
階
（
一
部
七
階
）
地
下

一
階
の
市
内
で
は
じ
め
て
の
高
層

建
築
で
、
来
る
三
月
二
一
日
に
起

工
式
を
あ
げ
、
今
年
十
二
月
末
ま

で
に
は
、
主
体
工
事
が
出
来
あ
が

る
予
定
で
す
。

工
事
内
容
は

総
床
面
積
　
約
四
二
八
一
平
方
メ

ー
ト
ル
（
約
一
二
九
七
坪
）
で

予
定
さ
れ
て
い
る
各
課
の
配
流
は

次
の
と
お
り

（
一
階
）
市
民
課
、
税
務
課
、
福

祉
事
務
所
、
収
入
役
室
（
市
金
庫

）
の
市
民
に
一
番
関
係
の
深
い
課

が
配
置
さ
れ
る
。

（
二
階
）
企
業
課
、
経
済
課
、
建

設
課
、
教
育
委
員
会
事
務
局
、
教

育
長
室
、
監
査
事
務
局
、
農
業
委

員
会
事
務
局

（
三
階
）
市
長
室
、
助
役
室
、
総

務
課
、
財
政
課
、
大
会
議
室
、
記

者
ク
ラ
ブ
、
小
会
議
室

（
四
階
）
市
議
会
正
副
議
長
室
、

議
会
事
務
局
、
議
場
、
委
員
会
室

議
員
控
室

（
屋
上
一
階
）
機
械
室

（
屋
上
二
階
）
水
槽
室

（
屋
上
三
階
）
展
望
台

（
地
下
）
ボ
イ
ラ
ー
室
、
電
気
室

監
視
室青

海
島
島
開
き

４
月
３
日
に
多
彩
な
行
事
を
予
定

青
海
島
は
北
長
門
海
岸
国
定
公

園
の
中
心
で
あ
り
、
近
年
は
観
光

ブ
ー
ム
の
波
と
と
も
に
、
一
段
と

観
光
客
の
数
は
増
加
し
、
湯
本
温

泉
と
と
も
に
天
下
の
青
海
島
と
し

て
全
国
に
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

と
く
に
昨
年
は
、
一
昨
年
の
約

五
割
増
の
約
十
二
万
余
の
観
光
客

を
迎
え
ま
し
た
。

今
年
は
一
層
の
誘
致
対
策
と
し

て
、
ま
た
遊
覧
定
期
船
就
航
開
始

日
を
機
会
に
青
海
島
観
光
船
組
合

と
観
光
協
会
仙
崎
支
部
で
は
次
の

よ
う
な
島
開
き
を
計
画
し
て
い
ま

す
。

開
催
日
　
四
月
三
日
（
火
）

行
　
事

①
二
十
余
隻
の
観
光
船
に
よ
る
仙

崎
湾
内
で
パ
レ
ー
ド
を
午
前
十

時
か
ら
行
な
う
。

②
船
越
キ
ャ
ン
プ
場
の
無
料
休
憩

所
で
観
光
ガ
イ
ド
の
踊
り
を
行

な
う
。

③
仙
崎
漁
港
（
吉
金
突
堤
）
で
煙

火
の
打
上
げ
。

④
パ
レ
ー
ド
の
一
般
乗
船
は
無
料

（
但
し
、
内
海
コ
ー
ス
）

④
パ
レ
ー
ド
の
乗
船
希
望
者
は
当

日
午
前
十
時
ま
で
に
観
光
船
組

合
現
場
事
務
所
（
吉
金
旅
館
前

）
に
集
合
の
こ
と
。

市
役
所
雇
員
募
集

一
、
職
務
と
募
集
人
員

ア
、
市
役
所
使
丁
　
　
　

一
名

イ
、
深
川
中
学
校
使
丁
　
一
名

ウ
、
仙
崎
中
学
校
給
仕
　
一
名

二
、
応
募
資
格

市
内
居
住
者
で
身
体
強
健
な

る
人
で
、
ア
、
イ
の
使
丁
に
つ

い
て
は
、
四
〇
歳
未
満
の
男
子

で
住
込
み
で
き
る
こ
と
。
ま
た

ウ
の
給
仕
に
つ
い
で
は
二
五
歳

未
満
の
未
知
女
性
で
、
学
歴
は

い
ず
れ
も
中
学
校
卒
業
程
度
以

上
の
こ
と

三
、
申
込

希
望
者
は
三
月
二
六
日
ま
で

に
自
筆
履
歴
書
を
市
役
所
総
務

課
に
提
出
の
こ
と
。

交
通
犠
牲
者
の
組
絨
を

長
門
市
交
通
安

全
会
議
が
発
足

年
々
激
増
す
る
自
動
車
と
、
そ

の
上
、
住
民
の
交
通
道
徳
の
低
さ

等
で
、
交
通
事
故
は
急
激
に
ふ
え

、
こ
れ
は
今
や
深
刻
な
社
会
問
題

と
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

本
市
で
も
昨
年
発
生
し
た
事
故

は
一
〇
七
件
（
死
者
七
人
）
に
の

ぼ
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
今
後
益

々
増
加
す
る
傾
向
で
、
悲
惨
な
交

通
犠
性
者
を
絶
滅
す
る
対
策
を
講

じ
る
こ
と
が
急
務
で
、
長
門
市
で

も
、
市
、
市
議
会
、
警
察
署
な
ど

関
係
二
六
団
体
の
代
表
者
を
も
っ

て
、
さ
る
三
月
一
五
日
「
長
門
市

交
通
安
全
会
議
」
が
で
き
ま
し
た

尚
こ
の
会
議
の
役
員
は
次
の
と

お
り
決
り
ま
し
た
。

議
　
長
　
　
（
長
門
市
長
）

副
議
長
　
（
長
門
市
議
会
議
長
）

〃
　
（
長
門
交
通
安
全
協
会
長
）

総
務
委
員
長
（
市
総
務
課
長
）

仝
副
委
員
長
（
警
察
署
課
長
）

啓
発
委
員
長
（
商
工
会
議
所
専
務

）

仝
副
委
員
長
（
長
門
交
通
安
全
協

会
運
転
部
会
長
）

施
設
委
員
長
（
長
門
土
木
出
張
所

長
）

仝
副
委
員
長
（
建
設
業
協
同
組
合

長
）

国民年金だより 国
民
年
金
の
受
給
権
は

５
月
か
ら
発
生

国
民
年
金
の
受
給

資
格
の
期
限
が
改
正

さ
れ
、
保
険
料
を
一

年
以
上
納
め
て
お
れ

ば
今
年
五
月
か
ら
受

給
資
格
が
つ
く
こ
と

に
な
り
ま
す
。

老
令
年
金
は
も
と

よ
り
、
万
一
不
慮
の
事
故
に
よ
る

母
子
年
金
、
障
害
年
金
遺
児
年
金

等
は
支
給
制
限
を
う
け
な
い
で
直

ち
に
受
給
出
来
ま
す
。

昨
年
四
月
よ
り
納
付
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
人
で
、
ま
だ
の
方
は

大
至
急
納
め
て
下
さ
い
。

な
お
、
万
一
今
ま
で
の
分
か
納

付
出
来
な
い
と
思
わ
れ
る
人
は
三

月
三
十
一
日
ま
で
に
市
役
所
又
は

支
所
で
免
除
の
申
請
を
し
て
下
さ

い
。

相
談
役
（
長
門
警
察
署
長
）

監
　
事
（
市
議
会
総
務
委
員
長
）

〃
　
（
山
電
大
津
営
業
課
長
）

な
お
、
本
会
議
の
事
務
局
は
長

門
警
察
署
に
設
置
さ
れ
交
通
に
関

す
る
ご
意
見
、
苦
情
な
ど
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

〃
子
供
を
交
通
禍
か
ら

守
り
ま
し
よ
う
〃

〃
右
側
を
と
お
り
ま
し
よ
う

〃
車
の
暴
走
は
止
め
ま
し
よ
う

ま
す
、
は
か
り
は

検
査
済
の
も
の
を

定
期
検
査
実
施

３
月
2
2
日
ー
2
8
日
ま
で

一
検
査
の
日
時
と
場
所

月
　
日
　
時
間
　
検
査
場
所

３
月
2
2日

３
月
2
3日

九
、
否

一
气

呂

石

、
呂

一
五
、
呂

市
役
所

仙
崎
支
所

市
役
所

通
支
所

３
月
2
4日

３
月
2
5日

３
月
2
6日

３
月
2
7日

３
月
2
8日

Ξ

、
呂

一
四
、
呂

九
、
呂

盜

、
呂

九
、
呂

三

、
呂

湯
本
温
泉

会
　
　
館

深
川
農
協

渋
木
支
所

俵
山
湯
町

会
　
　
館

長
門
市
中
央

公
民
館

二
検
査
を
受
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

取
引
証
明
用
計
量
器

（
は
か
り
）

手
動
天
び
ん
、
分
銅
、
皿
手
動

は
か
り
、
台
手
動
は
か
り
、
指

示
は
か
り
、
棒
は
か
り

（
体
積
計
）
木
製
ま
す
、
金
属
製

ま
す
、
斗
が
い

（
長
さ
計
）
直
尺
、
ノ
ギ
ス
、
は

さ
み
尺
、
畳
尺
、
巻
尺

三
注
心
事
項

業
務
上
使
用
す
る
も
の
は
、
も

れ
な
く
検
査
を
う
け
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
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